
九州森林管理局

大規模山地災害発生時に
おける民有林支援 

■
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
発
生

　

平
成
24
年
７
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
、
九
州
北
部
地
方
で
は
梅
雨
前
線
の
影
響

に
よ
り
局
地
的
に
激
し
い
雨
が
降
り
、
熊
本

県
阿
蘇
市
の
阿あ

そ蘇
乙お
と
ひ
め姫
で
は
、
１
時
間
の
最

大
降
水
量
1
0
8
．
０
㎜
、
24
時
間
の
最
大

降
水
量
5
0
7
．
５
㎜
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
こ
の
豪
雨
を「
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」と
い
う

―平成24年７月の九州北部豪雨災害への取組―

国有林野事業の取組

　
平
成
24
年
７
月
中
旬
に
降
り
続
い
た
豪
雨

に
よ
り
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
及
び

大
分
県
の
九
州
北
部
地
方
で
は
記
録
的
な
雨

量
が
観
測
さ
れ
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

  

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
当
該
災
害
の
対
応

に
当
た
り
、
特
に
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
た

熊
本
県
の
要
請
を
受
け
、
民
有
林
の
被
害
調

査
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

写真１

写真２

人家等への被害状況

斜面の崩壊状況

表１　九州北部豪雨災害による被害
福岡、佐賀、熊本、大分県の
人的被害及び住宅被害

福岡、佐賀、
熊本、大分県

うち、
阿蘇市

死者 30名 21名
行方不明者 2名 1名
家屋全壊 363棟 60棟
半壊 1,500棟 1,067棟

床上、床下浸水 12,606棟 423棟

初
め
て
の
表
現
を
用
い
て
災
害
の
危
機
感
を

喚
起
し
、「
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
」

と
命
名
し
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
に
伴
い
各
地
で
河
川
の
氾は

ん
ら
ん濫
や

林
地
崩
壊
が
多
発
し
、
阿
蘇
市
だ
け
で
死
者

21
名
、
家
屋
の
全
・
半
壊
1
，
1
2
7
戸
の

人
的
被
害
及
び
住
宅
被
害
が
生
じ（
表
１
、

写
真
１
）、
ま
た
、
林
業
関
係
で
は
林
地
、

林
道
及
び
治
山
施
設
等
に
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
熊
本
県
と
調
整

を
図
り
、
豪
雨
に
よ
る
被
害
状
況
の
早
急
な

把
握
及
び
復
旧
対
策
の
検
討
を
目
的
に
、
７

月
17
日
、
合
同
で
阿
蘇
地
区
周
辺
を
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
り
上
空
か
ら
調
査
し
ま
し
た
。

　
元
来
、
阿
蘇
山
一
帯
は
厚
い
火
山
噴
出
物

に
覆
わ
れ
た
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱な
地
質
の
た
め
、
過
去
に

も
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
幾
度
も
発
生
し
て
い

る
区
域
で
あ
り
、
上
空
か
ら
は
、
山
林
や
牧

草
地
の
至
る
所
で
斜
面
等
が
崩
壊
し
、
山
肌

は
む
き
出
し
と
な
り
、
下
流
域
に
土
石
等
が

流
出
し
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
２
）。

■
民
有
林
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
熊
本
県
か
ら

九
州
森
林
管
理
局
に
対
し
、
民
有
林
の
治
山

施
設（
治
山
堰え

ん
て
い堤

な
ど
）の
被
害
調
査
へ
の
人

的
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
九
州
森
林
管

理
局
で
は
、
民
有
林
で
の
被
害
が
甚
大
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
当
該
地
は
昭
和
57
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
ま
で
国（
森
林
管
理
局
）が
直
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大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
土
石
流
を

減
勢
し
な
が
ら
土
石
等
を
捕
捉（
写
真

４
、
5
）

　

②
渓
流
の
下
流
部
で
は
、
治
山（
鋼
製
ス

リ
ッ
ト
）堰
堤
が
流
木
等
を
捕
捉
し
、

下
流
域
へ
の
被
害
を
軽
減（
写
真
6
）

　

な
お
、
被
害
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

８
月
１
日
に
熊
本
県
に
提
供
し
、
そ
の
後
の

被
災
箇
所
の
復
旧
事
業
等
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
本
支
援
の
意
義
と
今
後
の
取
組

　

今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
に
国
有

林
、
民
有
林
双
方
に
山
地
災
害
が
発
生
し
た

中
で
、
特
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
民
有
林

の
治
山
施
設
の
被
害
調
査
を
国
有
林
が
支
援

し
た
ケ
ー
ス
は
、
今
後
、
想
定
さ
れ
る
大
規

模
な
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
す
る
一
つ
の
事
例
と
し
て
参

考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
治
山
事
業
の
使
命
で
あ
る「
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
民
有
林
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
実
施
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

轄
で
治
山
事
業
を
実
施（
※
）し
た
区
域
で
あ

り
、
職
員
が
現
地
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
熊
本
県
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
た

め
早
急
に
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
治
山
施
設
の
被
害
調
査
は
、
７
月
19
日
か

ら
27
日
ま
で
の
間
、
森
林
管
理
局
・
署
の
治

山
担
当
職
員
31
名（
延
べ
58
名
）に
よ
り
、
面

積
2
，
4
3
6
ha
、
渓
流
の
総
延
長
約
50
㎞

に
設
置
さ
れ
た
4
3
5
基
の
全
て
の
治
山
施

設
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
被
害
調
査
は
、
実
際
に
現
地
に
赴
き
、
目

視
に
よ
り
確
認
・
点
検
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
現
地
は
、
土
石
流
な
ど
で
道
路
が

寸
断
さ
れ
る
と
と
も
に
、
林
地
も
ほ
と
ん
ど

が
急
傾
斜
地
で
あ
る
上
に
荒
廃
も
著
し
く
、

調
査
職
員
の
安
全
や
緊
急
連
絡
体
制
を
確
保

す
る
た
め
に
、
３
人
１
組
の
班
を
編
成
し
て

調
査
を
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
な
状

況
で
し
た
。

　

加
え
て
連
日
気
温
30
度
を
超
す
猛
暑
の

中
、
巨
大
な
転
石
や
流
木
等
が
散
乱
し
た
渓

流
や
繁
茂
す
る
草
や
ぶ
を
通
過
す
る
な
ど
、

体
力
的
に
も
厳
し
い
被
害
調
査
と
な
り
ま
し

た（
写
真
３
）。

　
被
害
調
査
の
結
果
、
施
設
全
体
の
う
ち
14

基
の
治
山
堰
堤
の
本
体
に
損
壊
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
治
山
施
設
が
次
の
よ
う
に
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

①
階
段
状
に
整
備
さ
れ
た
治
山
堰
堤
が
、

渓
岸
の
山
腹
斜
面
や
渓
床
の
侵
食
の
拡

写真３写真４

写真５

治山施設の点検調査渓岸の山腹斜面や渓床の侵食の拡大を抑制した治山堰堤

流木等を捕捉した治山（鋼製スリット）堰堤 土石等を捕捉した治山堰堤

※
民
有
林
内
で
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
等
が
発
生
し
、

そ
の
復
旧
工
事
に
高
度
な
技
術
が
必
要
な
箇
所
等
で

あ
る
場
合
、
都
道
府
県
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
国

が
直
轄
で
治
山
事
業
を
行
う
。「
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
」と
い
う
。

写真６
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